
今
回
も
、
前
回
に
引
き
続
き
配
水
池
の
耐
震
化
工
事
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

配
水
池
の
耐
震
化
工
事
で
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
て
補
強
方
法
を
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年

（
２
０
１
５
）
５
月
に
県
の
「
想
定
地
震
動
」
が
見
直
さ

れ
、
給
水
区
域
内
で
想
定
さ
れ
る
最
大
地
震
動
が
変
更
と

な
っ
た
地
域
が
あ
り
、
耐
震
診
断
結
果
の
再
評
価
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
揺
れ
に
対
し
て
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
補
強
方
法
を
見
直
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
補
強
方
法
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
筋
で

壁
や
床
を
厚
く
し
た
り
、
柱
を
太
く
す
る
工
法
や
、
引
っ
張
り

に
強
い
炭
素
繊
維
を
壁
な
ど
に
貼
り
付
け
る
工
法
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
水

池
に
最
も
適
し
た
補
強
方
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
大
規
模

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
も

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、

飲
料
水
を
確
保
す
る
役
割

を
持
つ
配
水
池
の
耐
震
化

に
つ
い
て
、
平
成
39
年
度

（
２
０
２
７
）
ま
で
に
完

了
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
、
工
事
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

水
道
施
設
の
耐
震
化
④

～
配
水
池
の
耐
震
化
工
事
～

▲写真：水道管を運ぶ様子（昭和初期、湘南地方）

22
世
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に
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ぐ

イ
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県営水道では、今後の事業運営の基礎資料として活用するために、平成28年11月に個人と事業所のお客さまを対象に標記の調査を実施しましたとこ
ろ、2,975人のお客さまと640の事業所からご回答を頂きました。ご協力いただきありがとうございました。調査結果の概要をご紹介します。詳しく
は、ホームページの報告書をご覧ください。　

　古くなった給水管は漏水が起きやすく、その中でも特に昭和５０年
代まで多く施工されていた鉛製給水管やポリエチレン製給水管の漏
水が多く発生しています。
公道内の給水管は、県営水道が維持管理し、配水管の取替工事

等にあわせて取替を行っていますが、宅地内の給水管は、お客様の
財産であるため維持管理はお客さまの負担で行っていただくことに
なっています。
　家の建替え等に伴って宅地内の水道工事を行う際には、古くなっ
た給水管の取替えをお考えくださるようお願いいたします。

県営水道が
維持管理する範囲

お客さまの財産であり、お客さまが維持管理を行う範囲
（ただし、水道メータは除く。）

配水管
給水管 水道メータ

漏水だ！
大変!!

どうしよう…
官
民
境
界

宅　地　内公　道　内宅地内老朽給水管の
取替えのおすすめ

お客さま意識調査・事業所調査の結果について

 神奈川県  水道  意識調査 検索

水道水の使用状況 （※個人のみに設問）

自宅で「そのままの水道水」を使用している人が 増加しました。
最も多かった理由は「安全で安心な水であるから」でした。

水道管の老朽化による更新の必要性の認知度
老朽化した水道管を更新する必
要性の認知度は８割を超え、今後
も9割程度の方に更新を進めて
いくことが希望されています。

県営水道が
今後力を入れるべき事業
地震などの災害時でも
断水が起きないような
取組や、渇水等にも
影響されない安定給水が
望まれています。

問合せ先　県企業庁経営課経営企画グループ　ＴＥＬ：０４５－２１０－７２１９

■主な調査結果
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3
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安全で
安心な水であるから
他の水を買うより
値段が安いから
他の水でも

味は変わらないから

特に理由はないそのままの水道水 浄水器を通した
水道水
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その他
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他
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■お茶、コーヒー、紅茶などを入れる場合に
使用している水（%）

個人（複数回答）（%）

個人

事業所（複数回答）（%）

事業所

■水道水を使用する理由（%）（複数回答）

災害時でも断水が
ないように対策をする
環境保全を図り、

原水の水質を良くする
給水制限などがない
安定した給水を行う

おいしい水を供給する

効率化による
経営基盤の強化を図る

広報や広聴を充実させる

70.5
64.4

50.9

37.1

10.0 9.5

83.4
55.8

70.0

20.6

17.3 19.7

震に備えることで、水道水の安定的な
供給に大きく貢献することができま
す。そのために、職員が努力し、工事
関係者や関係機関と力を合わせ、全
力で取り組んでいきたいと思います。
　工事に伴う道路の通行止めや騒音
の発生など、ご迷惑をおかけしてしま
う場合がありますが、お客さまのご協
力のもと、もっともっと地震に強い県
営水道を造るため、温かく見守ってい
ただければと思います。

ご

家庭
でできる

災害対策

1人1日3リットル
3日分の水をキープ

東日本大震災の揺れにも
外れなかった水道管へ

　県営水道は、強度的に弱い材質と
される昭和46年（1971）以前に敷
設した鋳鉄製の管から、東日本大震
災などの大規模地震でも被害のな
かった「耐震継手管」への更新を進め
ています。
　大規模地震発生時に漏水が起きて
しまうのは、揺れによって水道管の継
手が外れてしまうことが大きな要因で
した。「耐震継手管」は継手が鎖構造
になっており、管が伸び縮みしながら
揺れを吸収するため、水道管の抜け出
しを防ぐことができます。さらに、粘
りがある強い材質でできているため、
阪神・淡路大震災や東日本大震災で

や埋まっている深さ、経
過年数などを「管路情
報システム」で管理して
おり、これらの情報を元
に工事を行います。平
成３０年度（2018）の災
害拠点病院への水道管の

耐震化完了後の目標としては、
医療施設や主要駅、避難場所などの
人が多く集まる場所への水道管の耐
震化を、平成４５年度（2033）まで
に完了させることとしています。さら
に、平成５５年度（2043）までには、
浄水場から配水池間などの基幹的な
水道管の耐震化を目指しています。
　この耐震化目標を達成し、神奈川
県内での発生が懸念される大規模地

も、漏水被害は発生して
いません。
　近年では、水道管の
外面塗装の耐食性向上
により、長寿命化が図
られることからライフサイ
クルコストの削減も期待で
きます。

平成55年（2043）を
ゴールに、県内各地で
着々と水道管の耐震化は
積み重ねられています

　水道管の耐震化へ向けた工事は、
長期的な計画目標をもとに県内各地
で進められています。水道管の位置

　飲料水のくみ置きは、１人１日
3リットル３日分の確保が目安
です。
　ご家庭、職場でも飲料水の備蓄
をお願いします。
　ポリ容器などに水道水をくみ置
きする時には、次のことに注意し
てください。
　なお、保存した水を飲用すると
きは必ず煮沸してください。
❶密封性のよい容器を選び、中を
よく洗います。

❷容器に空気が残らないよう、容
器の口までいっぱいに水道水
を入れて、しっかり密閉します。
❸日の当たらない涼しい場所で
保管します。
❹保管した水は、４日（夏季）～１０
日（冬季）程度を目安に、洗濯
や掃除に利用するなど交換しま
す。ただし、浄水器を通した水の
場合、塩素による消毒効果がな
いため毎日交換してください。

※飲料水とは別に、お風呂などに
水を溜めておくと水洗トイレを流
すときにも便利です。

　飲料水の備蓄自分の身は
自分で守る!

  カギはパイプとパイプの
“つなぎ”にあります

震災でも
外れなかった

「耐
た い

震
し ん

継
つ ぎ

手
て

管
か ん

」 
ゴム輪

ロックリング

地震のゆれ

耐震継手管のしくみ

現在でも、県営水
道は高度な災害時
対応ができます。で
も、未来に備えて老
朽管の交換を進め
ています。

前回
（平成14年）

今回
（平成28年）

更新を進めてほしい

91.1

86.4

進めなくてよい 0.5 わからない 4.4

そ
の
他
4

2
7.1
4.5

配水池内の柱を鉄筋で補強した様子（この後、
コンクリートを打設して補強工事の完成）

（%）




